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2018年度 大分大学 FD講演会

「クォーター制」とは、現
在 16 週間で構成されてい
るセメスター（前期、後期）
を８週間で構成し、４つの
ターム（期間）に分割した
時間割のことです。クォー
ター制の導入により、８コ
マで構成される授業、週２
回の実施による集中した授
業、２コマ連続で実施する
授業を設定することがで
き、多様な授業展開が可能
になることから、学修効果
の向上が期待できます。

本講演会では、本学での
クォーター制の導入案につ
いて説明します。 本学の教職員
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